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●ボカシ塗装仕様
（メタリック･2コートパール他） 毒艶

NＱ 工 程

Ｉ 旧塗膜の足付け

２ 脱脂･清掃

３ 下塗り

カラーベース

４ (メタリック．

2コートパール）

５ セッティング

６ クリヤー

７
クリヤーボカシギワ

の肌調整

８ 乾燥

９ 磨き仕上げ

要 領

補修塗装部より広めにSUウオッシュコン
パウンド/スコッチブライトP1000～Ｐ1200
で水研ぎする。

濡沸謡撫繕いﾀﾂ

塵
(ボカシレベリンク制）（2K硬化剤）
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クリヤーのボカシ〔Ｉ〕
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クリヤーのボカシ〔Ⅱ〕
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唖 十回

恩
セッティング：約10分
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60℃×40分）

鰯
スーパーコンパウンドシステム

注）●スプレー条件

スプレーガンロ径：1.3『ﾜfT，

圃吹付圧力:叩5-｡",vlP…k…
スプレーパターン:全開

●再補修する場合は必ず強制乾燥(60℃×20分)を行ってから塗装してください。
③吐出量バルブの回転数はワイダー88タイプの場合。

４

作業のポイント

●クリヤー仕上げをする範囲に

塗る。

｡(色ぎめ)プラサフをスポット塗り
した部分は､拾い塗りし､エアー
ブローしてから色ぎめする。

③数回に分けてスケのないように
塗る。

③(ムラ消し)薄く1～２回半ツヤ程
度に塗る。(ガサツキがないよう
に）

約10分

●ﾒﾀﾘｯｸエナメルの指触乾燥後、

少しツヤが出る程度に薄く捨て
塗りを行い､十分に乾燥させてか
ら､数回塗り､肌を整える。

●各回のフラッシュオフは､指触乾

燥以上､十分にとる。

●細かいザラツキ部に薄く数回
塗り､肌を整える。

●薄く数回塗り肌を整える。

●ボデー温度キープ。

③ゴミ付着･肌アレ部はＰ１５００
～Ｐ２０００のペーパーまたは

砥石で水研ぎする。
●研ぎ部･ボカシ部はスーパー

コンパウンドで磨き肌を整える。
更にスーパーコンパウンド(仕
上用)で磨きツヤを整える。
(スポンジバフがよい）

スプレー条件（参考）

吐出量
バルブ

1.5回転

1.5～

2口0回転

2.0回転

1.0～

1.5回転

距離
(c､）

1５

色ぎめ
１５～２０

ムラ消し
２０～2５

１０～1５

１０～1５

運行
速度

速め

普通
(0.8ｍ/秒）

普通








